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例題

　焦点距離 =0.1m の凸レンズで、レンズの前 =-0.15m のところにある =5cm の物体の像を結ばせる。

　　a）像のレンズからの距離  はいくらか。

　　b）像の大きさはいくらか。
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　曲率半径が20cmと30cm の両凸面レンズがある。

　　ガラスの屈折率 =1.6 とすると、レンズの屈折率と焦点距離はいくらか。
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　問2 の両凸面レンズに、焦点距離 =-15cm の凹面レンズを組み合わせた。

　　その組み合わせレンズは凸レンズか凹レンズか。また焦点距離はいくらか。
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